
 1月23日（土）、順天堂大学センチュリータワー4階教室において、第5回 順天堂大学女性研究者研究活動支援シンポジウ

ム「医学領域のガラスの天井をすり抜けて～女性活躍の量的拡大から質的拡充へ～」が開催され、約50名が出席しました。 

基調講演の津田 喬子 先生 

 基調講演として、日本女医会理事・名古屋市立東部医療センター名誉院長の津田 

喬子先生より「私と社会の意識改革」と題し、ご講演いただきました。女性医師

キャリアアップのための取組や女性医師のリーダーを増やしていくための方策につ

いて、先生のご経験を交えてお話しいただきました。 

 取組紹介では、杏林大学の萬 知子先生「男女平等参画推進活動のない社会に未

来はない～ポジティブアクションのすすめ～」、東京医科歯科大学の石野 史敏先

生「共に最先端を歩むために」、本学薬理学講座の櫻井 隆先生「次世代を担う研

究者の育成・支援のために：順天堂大学基礎研究医養成プログラムにおける取組」

と題し、取組を紹介していただきました。 

 今年度のシンポジウムでは、上記事業の１つで

ある 研究支援員配備制度を利用して支援を受けて

いる女性研究者 田中 奈々先生、難波 由喜子先

生にもご講演いただきました。ワーキングマザー

として研究を続けていくにあたり、男女共同参画

推進室や医局でのサポートを受ける中で見えてき

たことについてお話していただきました。 

 このシンポジウムを通して、女性研究者支援及び男女共同参画推進の意義

を改めて認識するとともに、医学領域において多様な方々が今以上に活躍で

きる環境整備により一層取り組んで参ります。 

 シンポジウム終了後には、センチュリータワー地下食堂において意見交

換会が開催されました。本日の講演者と参加者による活発な意見交換が行わ

れ、盛会裏に終了しました。 

パネルディスカッションの様子 
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 講演後のパネルディスカッションでは、津田先生、萬先生、石野先生、櫻井

先生のほか、ニッピバイオマトリックス研究所所長の服部 俊治先生、日本医科

大学小児科教授で女性医師研究者支援室室長の前田 美穂先生がパネリストを務

め、女性活躍の量的拡大・質的拡充のための課題や方策について、それぞれの

立場における経験をもとに、意見が交わされました。 

 津田先生からは「（女性の進出・キャリアアップを阻む）ガラスの天井は、

打ち破るだけでなく、すり抜けるというのもあるかもしれない。しなやかな考

えで行ってほしい」と熱いメッセージをいただきました。 

研究支援利用者  難波 先生 研究支援利用者  田中 先生 

 本学は今年度より、文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業（連携型）」に

採択され、東京医科歯科大学・株式会社ニッピ バイオマトリックス研究所と連携して女性研究者支援

事業に取組んでいます。 

会場の様子 



      

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウム参加者にご協力いただいたアンケート結果の一部をご紹介いたします。 

基本情報① 

■ 当日出席者数…49名 

■ アンケート回収率…46.9％ 

基本情報② 男女比率 

男性…13％  

女性…87％ 

【シンポジウム全体に関する感想】 

■ 男性社会の中で女性が同じように働くのではなく、女性側から相互の性差を含む良さを活かしたパラダイムシ

フトが必要だと痛感し、今度そういう流れになると思う。 

■ 男女共同となっているが、女性メインの内容だけでは改善しないと思います。男性リサーチャーへの支援も必

要と思います。 

■ 様々な分野の先生方の話を聞くことができて前向きな気持ちになれました。益々がんばろうと言う気になりま

した。ありがとうございました。 

★ 女性が働きやすい職場について 

考えるきっかけとなりましたか？ 

基本情報③ 年齢層 

 20代  4％ 30代 57％  

 50代 22％ 60代以上 17％ 

★ 参加の動機（複数回答） 

★取組紹介 

おしらせメール配信の登録は sankaku@juntendo.ac.jp まで 男女共同参画推進室 Facebook はじめました 

★シンポジウムをどこで知りましたか？ ★基調講演 

★研究支援制度利用者の発表 ★パネルディスカッション 

 男女共同参画推進室では、来年度もシンポジウム、各種勉強会等を開催していく予定

ですので、皆様どうぞご参加ください。  


